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Ⅰ　緒言

　平成24年度から全面実施となる中学校学習指
導要領は，「多くの領域の学習を十分にさせた上
で，その学習体験をもとに自らがさらに探求した
い運動を選択できるようにすることを重視し，『武
道』，『ダンス』を含むすべての領域を第1学年，
第2学年の2年間で履修すること」を明記した1）。
しかし，これまでの現状について，中村は「ダン
スを全く実施しない学校が20％近くに及び，女子
の履修率までもが低下していた」と述べている2）。
このように学校現場では，ダンス授業を取り扱う
ことを避ける学校が多いのである。
　では，なぜ，ダンス授業が避けられてしまうの
だろうか。それは，多くの教師や生徒がダンスの
ことを知らないからではないか。特に創作ダンス
においては，教師も生徒もどのような授業で，ど
のように指導したらよいのかわからない。
　このような問題を解決し，生徒がそれぞれの運
動が有する特性や魅力に応じて，基礎的な身体能
力や知識を身に付け生涯にわたって運動に親しむ
ことができるようにする為には，教師がダンスに
ついて知る必要があると考える3）。
　ダンスにおいては，生徒の自由な発想や多様な
動きを認め，自己表現力を高めることが大切で，
そのための技能は，表現をするための動きを豊富
に知るということではないかと考える。
　そこで，創作ダンスにおける動きを生徒たちが
どのように広げていくかを知り，動きの展開過程

を明らかにすることを目的として研究を行った。

Ⅱ　研究方法

1 ． 調査対象：A中学校1年生　21名（男子10名，
女子11名）

2 ．調査期間：平成23年11月8日～ 12月1日
3 ．調査方法
　8時間完了の創作ダンス授業行い，各時間の
VTR撮影を行った。また，ルドルフ・ラバンが
述べている「動きの4つの要素」と松本千代栄が
述べている「動きをかえる4つの要因」について
概観し，4つ視点で授業中に見られた生徒の動き
を分析した。4つの視点とは，⑴時間（テンポと
リズム），⑵空間（身体の形態），⑶力（エネルギー），
⑷流れ（連続する動きの流れ）である4）5）。

Ⅲ　結果と考察

　2時間目では，最初にテーマを与えたとき，生
徒たちは動きを止めて，周りを見て教師や友達の
動きを模倣していた。また，教師の指導で動きを
変えていると考えられる生徒も多く見られた。「花
が咲く」というテーマで，生徒（赤8）は「咲い
ている花が大きく成長する過程」の表現から，「つ
ぼみが成長して花が咲く過程」の表現というよう
に動きに流れを作ることで表現を変化させた。こ
のイメージは，つぼみや花という典型的な形態を
そのまま動きにしていると考えられる。また，こ
の時間では，1つの視点を強調していると考えら
れる動きが多く見られた。
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　3時間目は，紙を落とさないような動きをしな
ければならなかったため，「回転する」という動
きが多く見られた。まず，動きをしてみることで，
イメージを持つことができるようになったと考え
られる。例えば，生徒（赤8）は，「回転する」
という動きの空間（身体の形態）を強調すること
で「バレエ」というイメージを表現したと考えら
れる。また，生徒（青10）は，空間（身体の形態）
と時間（テンポとリズム）を強調したり，変化さ
せて動くことことで，「メリーゴーランド」とい
うイメージを表現したと考えられる。
　この時間では，とりあえず紙を持って動いてみ
ることで，動きとイメージを連合させることがで
きたと考えます。そのイメージで，4つの視点を
それぞれ強調することで表現していると考えられ
ます。
　4時間目は，「殴る」や「蹴る」といった戦い
に関連する動作の空間（身体の形態）や時間（テ
ンポやリズム）を変化させることで，「力強さ」
や「やっつけてやる」といった気持ちを表現して
いると解釈できる動きが多く見られた。また，生
徒（緑5）と（青9）は，「ドラマで見られるよう
な不良が頭をつかんで床に叩きつける様子」とい
うイメージを4つの視点を複合させて強調するこ
とで表現していると考えられる。
　この時間では，動きにまとまりができるように
なってきたと考えられる。また，１つの表現の中
に4つの視点が複合されて強調される様子が見ら
れるようになった。
　5時間目は，「動く―止まる」という力（エネ
ルギー）の変化を意識させ，2人の「追う―追わ
れる」という関係を提示した。この関係性から，
生徒（緑8）は「おにごっこ」というイメージを持っ
て，「途中で止まって周りを見回す様子」を力（エ
ネルギー）や時間（テンポやリズム）を変化させ
て表現していると考えられる。この表現は，イメー
ジの典型的な部分を表現するのではなく，代表す
る1つの場面を捉えて表現していると解釈した。
　また，生徒（黄4）は，「新米を引き連れるベ
テラン刑事」というイメージを持ち，「敵の攻撃
をかわしながら進んでいく警察官」や「敵の気配
を確認しながら慎重に追跡をする警察官」を表現

していると解釈できる動きをしていた。この動き
は，4つの視点を複合させ強調することで，動き
にまとまりができ，1つのストーリーを表現して
いると考えられる。
　6時間目は，あり得ない物になりきり，あり得
ない感覚をどうやって表現するかというテーマで
行った。新聞紙になりきり，感じたままに動く生
徒が多く見られた。4つの視点を複合させ強調す
る動きが見られるようになった。
　7時間目は，授業の中で力（エネルギー），空
間（身体の形態），時間（テンポやリズム）を意
識させて動いくことで，「ミュージカルの練習」
や「いろんなところを見る少年」など，自分がそ
の世界に入り込み，なりきって表現をすることが
できたと考えられる。
　8時間目の創作ダンスでは，テーマからストー
リーを話し合って作品を作り，発表会を行った。
これまでの学習の成果を使って表現をしていると
考えられる動きが多く見られた。イメージやス
トーリーが伝わる班は，4つの視点で動きを強調
させ，班員がストーリーの世界に入り込み，なり
きっていると考えられた。逆にイメージやストー
リーを全員がしっかりと持てないと，どうして良
いのかわからずに動きが止まっていた。

Ⅳ　結語

　今回の授業における動きの展開過程には，3つ
の段階があると考えられる。
　最初は，模倣することや先生の指示に従い，と
りあえず動いてみることで，動きと連合するイ
メージを探す段階があると考えられる。この段階
では，4つの視点の1つを強調して動くことで表
現していると捉えることができる。
　次に，わかりやすい一般的な動作や行動，物体
の典型的な部分をそのまま表現する段階があると
考える。この段階では，4つの視点の1つを強調
して動くことで表現していると捉えることができ
る。また，その動きがより強調されるようになる
と考える。
　最後にテーマを比喩的に表現したり，テーマの
外見上表出されにくい面に着目し，表現者自身が
思い描くイメージの中に入り込んだり，イメージ
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そのものになりきって表現をするようになると考
えられる。これは，自分の思いを自由に表現する
段階であると考えられる。この段階では，すべて
の視点を効果的に複合させて，自由自在に動くこ
とで表現をしていると捉えることができる。
　以上，A中学校の授業実践から，3つの段階を
経て，動きが展開していく過程が明らかになった。
この段階を踏まえて，教師が生徒の動きを捉え，
授業内容や指導法を構成することで，よりよいダ
ンスの授業が展開できるようになるのではないか
と考える。
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